
ワ
ン
ニ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル
下
関

譲渡会では、来られた方の飼養に対する不安や悩みをしっかり
と聞き、丁寧にアドバイスをします。

「新しい飼い主と幸せに暮らしてもらえれば私たちも幸せ」と
語る会長の棟安さん（左）と会員の中丸さん（右）

　
ワ
ン
ニ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル
下
関
は
、
平

成
12
年
に
発
足
し
た
動
物
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
で
す
。
犬
や
猫
の
行
政
殺

処
分
と
野
良
の
数
を
減
ら
し
た
い
と
、

会
員
が
同
じ
思
い
を
持
っ
て
、
動
物
の

愛
護
や
適
正
飼
養
の
普
及
啓
発
な
ど
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
24

年
に
は
、
動
物
福
祉
の
増
進
に
対
す
る

活
動
が
評
価
さ
れ
、
社
会
事
業
功
労
賞

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け
る

ワ
ン
ニ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル
下
関
を
紹
介
し

ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
の
主
な
活
動
は
、
お
困
り

相
談
者
の
犬
や
猫
の
新
た
な
飼
い
主
探

し
、
譲
渡
会
の
開
催
、
不
妊
・
去
勢
手

術
の
普
及
、
適
正
飼
養
や
終
生
飼
養
の

啓
発
な
ど
で
す
。
こ
の
他
、
新
た
な
飼

い
主
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
新
た

な
飼
い
主
を
探
す
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を

自
作
し
、
周
知
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
開
設
の
動
物
愛
護
管
理
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
月
３
回
の
譲

渡
会
に
も
、
開
設
当
初
か
ら
動
物
愛
護

推
進
員
と
し
て
協
力
し
て
い
ま
す
。「
無

理
に
譲
渡
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
た
な
飼
い
主
さ
ん
に
犬
や

猫
を
送
り
出
す
と
き
に
は
し
っ
か
り
と

お
話
を
し
て
、
適
正
な
飼
育
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、
サ
ー
ク

ル
を
設
立
し
た
棟
安
会
長
。「
動
物
は
飼

い
主
次
第
で
す
ね
」

　
既
に
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
い
る
家

庭
な
ど
に
サ
ー
ク
ル
か
ら
譲
渡
す
る
際

に
は
、
動
物
た
ち
と
の
相
性
が
合
う
か

ど
う
か
1
週
間
程
度
の
お
試
し
期
間
を

提
案
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

譲
渡
後
で
あ
っ
て
も
気
軽
に
相
談
を
受

け
る
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
行

い
ま
す
。「
大
切
な
の
は
、
最
期
ま
で
愛

情
と
責
任
を
も
っ
て
飼
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
か
ら
」と
棟
安
会
長
。
譲
渡

を
受
け
た
方
も
、「
少
し
不
安
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
譲
渡
を
受
け
た
後
も
相
談

で
き
る
の
は
安
心
で
す
ね
」と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

行
政
殺
処
分
減
少
の
た
め
に

　
ワ
ン
ニ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル
下
関
は
、
現

在
、
30
代
か
ら
70
代
の
男
女
合
わ
せ
て

約
100
人
の
会
員
が
い
ま
す
。
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捨てられた犬や猫は、飼い主が見つからなければ行政殺処分の対
象となります。

実際に猫と対面して説明する会員の和田さん

譲渡や飼養の相談に笑顔で対応する棟安会長

　
活
動
へ
の
参
加
は
、
自
由
で
す
。
仕

事
や
家
庭
の
時
間
を
第
一
に
、
手
の
空

い
て
い
る
時
に
少
し
で
も
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
お
互
い
を
支
え
合
い
、「
出

来
る
事
を
出
来
る
だ
け
」を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
中
丸
さ
ん
は「
多
く
の
人
と
接

す
る
う
ち
に
、相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、

し
っ
か
り
と
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、
和
田
さ
ん
は「
新

し
い
飼
い
主
が
見
つ
か
っ
た
犬
や
猫
に

は
愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
ほ
し
い
」と
話

し
ま
す
。
日
々
勉
強
で
す
が
、
大
好
き

な
犬
や
猫
を
救
え
る
な
ら
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
ま
す
と
、
力
強
い
一
声

も
あ
り
ま
し
た
。

　
下
関
市
が
人
と
動
物
が
共
生
す
る
優

し
い
街
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
犬
や

猫
の
命
を
少
し
で
も
多
く
救
え
る
よ
う

今
後
も
活
動
を
続
け
ま
す
。

　
棟
安
会
長
は「
会
員
が
犬
や
猫
が
大
好

き
な
者
同
士
な
の
で
、
年
齢
差
を
越
え

た
く
さ
ん
の
友
人
を
つ
く
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
」と

話
し
ま
す
。会
員
歴
が
浅
い
会
員
で
も
、

経
験
豊
か
な
会
員
に
気
兼
ね
な
く
相
談

で
き
る
よ
う
、
サ
ー
ク
ル
の
雰
囲
気
づ

く
り
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

「
出
来
る
事
を
出
来
る
だ
け
」

クールビズランチ「ピリ辛！とりチリ丼」

トッピングのレタスは千切り、ピーマンは乱切りにして素
揚げ、小ネギは小口切りにする。
竹の子は細切り、白ネギはみじん切りにする。鶏肉はひと
口大にし、（Ａ）で下味をつけておく。
鶏肉に片栗粉をまぶし、フライパンに油を熱し、両面を焼き、
竹の子と白ネギを入れ炒め、一旦取り出す。

（Ｂ）をフライパンに入れ、ひと煮立ちしたら水溶き片栗
粉でとろみをつけ、　　を入れ絡める。
ご飯を盛り、千切りレタスを敷き、　　を載せる。素揚げ
したピーマンを添え、小ネギを散らして完成！ お好みで卵
黄を入れると、辛みが抑えられます。

【材料２人前】
ご飯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 300g
鶏肉（もも）・・・・・・・・・・・・	 120g
片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 適量
　　おろししょうが・・	 小さじ2
　　酒・・・・・・・・・・・・・・	 小さじ2
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 少々
　　コショウ・・・・・・・・・・・・	 少々
　　鶏ガラスープ・・・・	 小さじ2
竹の子・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 40g
白ネギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 40g
ピーマン・・・・・・・・・・・・・・・・	 20g
レタス・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 80g
小ネギ・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 少々

　冷房の使用を抑えながら、暑い夏を快適に過ごせるよう
食材やレシピを工夫しています。

　　トマトケチャップ・・	 大さじ２
　　豆板醤・・・・・・・・・・	 小さじ１
　　チリソース・・・・・・	 小さじ２
　　砂糖・・・・・・・・・・・・	 小さじ２
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 少々
　　鶏ガラスープ・・・・・・	 20ml
　　おろしニンニク・・・・・・・	 ４g
水溶き片栗粉・・・・・・・・・・・	 適量
油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 適量

１

２

３

４

５ ４

３

レシピ／下関短期大学
 栄養健康学科 下関「食」ゼミ

今年も市役所食堂でクールビズランチを提供予定です。
（7月中旬ごろ）

（Ａ）

（B）

平成29年度
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